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新
潟
県
佐
渡
島

認
証
米
の
認
知
度
や
、

ト
キ
に
関
す
る
理
解
度
が
向
上

新
潟
県
佐
渡
市
地
域
振
興
課
離
島
交
流
係
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◆
農
漁
業
が
中
心
の
大
型
離
島

　

佐
渡
島
の
面
積
は
八
五
五
・
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
は

二
八
〇
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
東
京
都
二
三
区
の
一
・
四
倍
の
面

積
を
誇
り
ま
す
。

　

平
成
二
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
人
口
は
六
万
二
七
二
七
人
、

高
齢
者
比
率
は
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
同
一
二
年
の
調
査
時

か
ら
比
較
す
る
と
、
一
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
口
減
少
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
産
業
と
し
て
は
、
農
業
は
佐
渡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ト
キ
認
証

米
制
度
に
取
り
組
む
ほ
か
、
柿
な
ど
の
果
樹
栽
培
、
肉
用
牛
の
繁
殖

経
営
が
中
心
で
す
。
水
産
業
は
新
潟
県
全
体
の
漁
獲
量
の
二
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
自
然
減
、
社
会
減
に
よ
り
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
て
、
防
災
体
制
の
強
化
に

よ
る
住
環
境
の
整
備
に
加
え
、
産
業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
成
長
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
認
証
米
の
認
知
度
向
上
に
よ
り
取
り
扱
い
店
舗
が
拡
大

　

佐
渡
産
の
認
証
米
の
販
売
促
進
に
向
け
て
、「
佐
渡
米
販
売
網
構

築
事
業
」（
平
成
二
五
年
度
事
業
費
四
二
四
四
万
円
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
費
者
と
の
対
面
販
売
を
行
う
米
穀
専
門
店
の
取
り
扱
い

店
舗
の
拡
大
や
、
米
穀
専
門
店
に
お
け
る
認
証
米
以
外
の
佐
渡
産
農

産
物
、
加
工
品
の
取
り
扱
い
な
ど
、
消
費
者
と
米
穀
店
の
新
た
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
、
認
証
米
を
は
じ
め
加
工
品
な
ど
の
販
路

拡
大
を
図
り
、
島
内
に
お
け
る
産
業
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

平
成
二
五
年
度
は
首
都
圏
の
米
穀
店
や
百
貨
店
に
お
い
て
、
佐
渡

米
の
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
認
証
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米
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
広
告
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
佐
渡
産
認
証
米
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
米
穀
店

の
店
舗
数
が
、
平
成
二
四
年
度
二
五
〇
店
舗
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

同
二
五
年
度
末
で
は
三
一
〇
店
舗
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
本
事
業
に

よ
り
、
佐
渡
産
米
の
さ
ら
な
る
周
知
が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

◆
ト
キ
の
保
護
、
野
生
復
帰
活
動
へ
の

　
理
解
を
高
め
る
た
め
に

　

佐
渡
市
は
自
然
界
の
ト
キ
ひ
な
誕
生
に

よ
り
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
島
内
に
あ
る
ト
キ
の
森
公
園
や
資

料
館
、
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
ど
関
連

施
設
を
活
用
し
て
観
光
客
の
誘
客
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
ト
キ
の
野
生
復
帰

の
取
り
組
み
や
生
態
に
つ
い
て
全
国
的
に

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
交
流
人
口
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
、「
ト
キ
政
策
推
進
事
業
」

（
平
成
二
五
年
度
事
業
費
約
一
五
八
七
万
円
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
度
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
活
用
に
よ
る
来
園
者
の
案
内

東京で開催された女性向
け新米キャンペーンにて、
佐渡産認証米をPR。
（平成25年11月）

イベントなどでは、米を使ったレシピなども紹介。
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や
、
ト
キ
野
生
復
帰
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
着
ぐ
る
み
「
サ
ド
ッ
キ

ー
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
を
対
象
に
し
た
学

習
会
の
開
催
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
キ
の
生
態
を
題
材

に
し
た
原
画
で
絵
本
を
作
成
し
て
、
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
ト
キ
の
森
公
園
へ
の
入
場
者
数
が
対
前
年
で

一
万
三
四
五
九
人
増
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ト
キ
の

保
護
、
野
生
復
帰
活
動
に
関
す
る
理
解
度
の
向
上
が
図
ら
れ
た
も
の

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

◆
離
島
定
住
に
お
い
て
重
要
な
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
双
方
の
活
用

　

佐
渡
市
で
は
、
平
成
二
五
年
度
は
補
正
分
も
合
わ
せ
る
と
二
四
事

業
、
同
二
六
年
度
は
二
一
事
業
に
つ
い
て
採
択
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
特
に
同
二
五
年
度
の
補
正
分
で
は
防
災
メ
ニ
ュ
ー
の
ハ
ー
ド

事
業
（
二
棟
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
な
ど
）
に
つ
い
て
採
択
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
発
生
状
況
を
鑑

み
る
と
、
時
機
を
得
た
事
業
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
住
環
境
の
整

備
に
加
え
て
、
地
域
の
特
色
や
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
定
住
及
び
交
流
拡

大
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
り
、

人
口
の
抑
止
対
策
を
行
う
こ
と
が
何

よ
り
も
離
島
に
お
い
て
は
重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
適
切
な
事
業
執
行
を

心
掛
け
な
が
ら
、
離
島
活
性
化
交
付

金
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。�

■

教材として活用しているトキの生態を紹介する
絵本。

トキ学習会の様子。子どもから大
人まで一緒にトキの生態などにつ
いて学ぶ。


